
平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① ha
② ｍ
③
① ％
② ％
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

１ なし

Ａ

３ 適正でない

３ あり

１ 適正である

３ 低い
３ 低い２ 普通

２ 改善の余地あり
Ｂ

１ 妥当である
１ 高い

１ 適正である

１ 高い
１ 高い

２ 目標どおり
２ 検討の余地あり

３ 妥当でない１ 妥当である
１ 妥当である

協働になじまない

25年度

17

育成率

26年度

目施  策  名

計画

５-１　林業生産基盤の整備強化 市民協働の状況

指　標　名

26

単位

新川森林組合に委託し、保育間伐等の施業を実施する。

森林総合研究所と分収契約している森林

実績実績 計画
0

100.0%

達成率
76.5%

ハード事業

66,000
2,415,000

終了年度

目  標  名

農林水産課

項

17
100100

17

13
950

計画

100.0%

24年度

事  業  期　間

政  策  名

森林総合研究所分収造林事業

森林総合研究所分収造林事業

自治事務

業務林政係

0765-23-1036

担
当
部
署

課       名

係　   　名

電 話 番 号

開始年度 会　   　計

款

２
事
業
概
要

事 業 概 要
森林総合研究所が森林資源の確保と国土の保全を目的として実施する水源林造成事業(分収造林)の契約者(造林者)と
して、市内４箇所(平沢、島尻、三ヶ、別又)、計140.34haにおいて育林を実施している。
費用は森林総合研究所が負担し、収益は契約に基づき分収する。

対　   　象

意       図
（成果指標）

森林施業を計画的かつ適切に実施し、健全な森林を育成する。

手       段
（活動指標）

１
基
本
項
目

農林水産業費

林業費

造林事業費

平成5年度以前 予
算
科
目

当面継続 一般会計

基本目標１　にぎわい、活力あるまち

３　地域の特性を活かした農林水産業の振興

５　林業の振興

事 務 事 業 名

予 算 事 業 名

事  業  区　分

総
合
計
画 基本事業名

５
取
組
内
容

③地方債
④その他（使用料、雑入等）
⑤一般財源
収入合計

②年間所要時間

総　費　用（Ａ＋Ｂ）

①事務事業に携わる正規職員数

財
源
内
訳

分収造林事業（施業は新川森林組合へ委託）

保育間伐　２件
歩道新設　１件

森林国営保険更新　１件

140

2

140

2,515,000

3,015,066

0.0%

140

2,427,066
2

2,515,000 2,427,066

４
コ
ス
ト
情
報

人
件
費

支
出
内
訳

区　　分

①需用費

②県支出金

④負担金補助及び交付金
⑤その他

３
指
標

決算増減率

3,957,000

3,957,000

34,000
2,515,0003,954,300 -38.6%

-41.1%3,954,300②委託料

単位

3,957,000

24年度
決算額

17
100 100

17

③工事請負費

工事施工延長/必要工事施工箇所

2

3,957,000支出合計（Ａ）

予算現額

①国庫支出金

対象の妥当性

自治体関与の妥当性
目的の妥当性 ２ 検討の余地あり

3,954,300

3,954,300

4,542,300

2

140

588,000

140

588,000

評価項目 内　　容

実施主体の適正化
負担割合の適正化

コスト効率

目標達成度
類似事業の有無
上位施策への貢献度

Ａ

効  率  性

有  効  性

６
評
価

Ａ

評価の視点 Ｈ25評価Ｈ24評価

１次評価
（課長総括）

妥　当　性

320

0
100

26年度25年度

活
動
指
標

158.3%180 600
施業実施面積
作業路の新設修繕 180

26

成
果
指
標

当初予算額

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

2,976,000

2,327,850
66,000

2,976,000-38.6%

79,000
予算現額 決算額

円）（Ｂ） 588,000588,000

4,545,000

２ 検討の余地あり

2,897,000

2,976,000

2

588,000

3,564,000

33,216
2,427,066

3,103,000 -33.6%

３ 妥当でない
３ 低い・未実施

２ 改善の余地あり

-38.6%

0.0%

0.0%

３ 妥当でない

評
価
結
果

３ 適正でない

　

２ 普通
２ 検討の余地あり

不要
計画どおり事業を実施することが適
当

２次評価

森林総合研究所が実施する森林施業であり、引き続き事業を実施
する必要がある。

4,200③人件費（②×＠

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① ha
②
③
① ％
②
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

１ なし

Ａ

３ 適正でない

３ あり

１ 適正である

３ 低い
３ 低い２ 普通

２ 改善の余地あり
Ｂ

１ 妥当である
１ 高い

１ 適正である

１ 高い
１ 高い

２ 目標どおり
２ 検討の余地あり

３ 妥当でない１ 妥当である
１ 妥当である

協働可能だが予定なし

25年度

1

育成率

26年度

目施  策  名

計画

５-１　林業生産基盤の整備強化 市民協働の状況

指　標　名

1

単位

以下の施業を実施する。
室田　間伐1.0ha

森林所有者と分収契約している森林

実績実績 計画
1

100.0%

達成率
100.0%

ハード事業

458,000

終了年度

目  標  名

農林水産課

項

22

1
計画

24年度

事  業  期　間

政  策  名

市行造林事業

市行造林事業

自治事務

業務林政係

0765-23-1036

担
当
部
署

課       名

係　   　名

電 話 番 号

開始年度 会　   　計

款

２
事
業
概
要

事 業 概 要 魚津市が管理する森林について保育・間伐等やそれに付随する作業を行う。

対　   　象

意       図
（成果指標）

森林整備の実施により、市有林内資源の質的向上を目指し、基本財産の造成と森林の公益的機能の維持増進を図る。

手       段
（活動指標）

１
基
本
項
目

農林水産業費

林業費

造林事業費

平成5年度以前 予
算
科
目

当面継続 一般会計

基本目標１　にぎわい、活力あるまち

３　地域の特性を活かした農林水産業の振興

５　林業の振興

事 務 事 業 名

予 算 事 業 名

事  業  区　分

総
合
計
画 基本事業名

５
取
組
内
容

③地方債
④その他（使用料、雑入等）
⑤一般財源
収入合計

②年間所要時間

総　費　用（Ａ＋Ｂ）

①事務事業に携わる正規職員数

財
源
内
訳

分収造林事業（施業は新川森林組合へ委託）

間伐　１件

140

2

140

458,000

1,044,570

0.0%

140

456,570
2

458,000

４
コ
ス
ト
情
報

人
件
費

支
出
内
訳

区　　分

①需用費

②県支出金

④負担金補助及び交付金
⑤その他

３
指
標

決算増減率

523,000
523,000 458,000

458,000458,000 -0.3%

-0.3%458,000②委託料

単位

523,000

24年度
決算額

2 2

③工事請負費

2

523,000支出合計（Ａ）

予算現額

①国庫支出金

対象の妥当性

自治体関与の妥当性
目的の妥当性 ２ 検討の余地あり

458,000

1,046,000

2

140

588,000

140

588,000

評価項目 内　　容

456,570

実施主体の適正化
負担割合の適正化

コスト効率

目標達成度
類似事業の有無
上位施策への貢献度

Ａ

効  率  性

有  効  性

６
評
価

Ａ

評価の視点 Ｈ25評価Ｈ24評価

１次評価
（課長総括）

妥　当　性

2

26年度25年度

活
動
指
標

施業実施面積 1

成
果
指
標

当初予算額

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

458,000

456,570

458,000-0.3%

予算現額 決算額

円）（Ｂ） 588,000588,000

1,111,000

２ 検討の余地あり

458,000

458,000

2

588,000

1,046,000

456,570

1,046,000 -0.1%

３ 妥当でない
３ 低い・未実施

２ 改善の余地あり

-0.3%

0.0%

0.0%

３ 妥当でない

評
価
結
果

３ 適正でない

　

２ 普通
２ 検討の余地あり

不要
計画どおり事業を実施することが適
当

２次評価

良質な木材の生産を図るためには、枝打ち、間伐は必要であり、
今後も事業を実施していくべきである。

4,200③人件費（②×＠

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① ha
②
③
① ha
②
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

１ なし

Ａ

３ 適正でない

３ あり

１ 適正である

３ 低い
３ 低い２ 普通

２ 改善の余地あり
Ｂ

１ 妥当である
１ 高い

１ 適正である

１ 高い
１ 高い

２ 目標どおり
２ 検討の余地あり

３ 妥当でない１ 妥当である
１ 妥当である

協働になじまない

25年度

1

施業実施面積合計

26年度

目施  策  名

計画

５-１　林業生産基盤の整備強化 市民協働の状況

指　標　名

1

単位

新川森林組合が行う施業に対し補助金を交付する。

市内民有林

実績実績 計画
1

100.0%

達成率
100.0%

補助金

700,600

1,322,000

終了年度

目  標  名

農林水産課

項

1818

1
計画

24年度

事  業  期　間

政  策  名

県単独森林整備事業

県単独森林整備事業

自治事務

業務林政係

0765-23-1036

担
当
部
署

課       名

係　   　名

電 話 番 号

開始年度 会　   　計

款

２
事
業
概
要

事 業 概 要
間伐、保育等の施業を長期的な観点に立って計画的、かつ、適切に行うことが必要であることから、国庫補助対象と
ならない森林整備を行い、森林資源の充実、県民の要請に応えた公益的機能の発揮に資するための事業である。

対　   　象

意       図
（成果指標）

個人造林地における森林施業を推進し、森林の持つ公益的機能の維持増進を図る。

手       段
（活動指標）

１
基
本
項
目

農林水産業費

林業費

造林事業費

平成8年度 予
算
科
目

当面継続 一般会計

共通目標２　自立する自治体経営

３　地域の特性を活かした農林水産業の振興

５　林業の振興

事 務 事 業 名

予 算 事 業 名

事  業  区　分

総
合
計
画 基本事業名

５
取
組
内
容

③地方債
④その他（使用料、雑入等）
⑤一般財源
収入合計

②年間所要時間

総　費　用（Ａ＋Ｂ）

①事務事業に携わる正規職員数

財
源
内
訳

　新川森林組合へ補助金を交付。
　枝打　　　　１地区
　間伐　　　　１地区
　間伐材搬出　１地区
　作業路補修　３件
　

140

2

140

1,322,000

1,908,000

0.0%

140

1,320,000
2

325,400

295,000

４
コ
ス
ト
情
報

人
件
費

支
出
内
訳

区　　分

①需用費

②県支出金

④負担金補助及び交付金
⑤その他

３
指
標

決算増減率

1,364,000
314,000

701,000

313,700

1,364,000 1,363,850

327,000
1,322,000

723,150

1,363,850

-3.1%

-3.2%1,320,000

-3.2%
326,000

②委託料

単位
24年度

決算額

17 17

③工事請負費

2

1,364,000

723,000
327,000

支出合計（Ａ）

予算現額

①国庫支出金

対象の妥当性

自治体関与の妥当性
目的の妥当性 ２ 検討の余地あり

1,363,850

1,951,850

2

140

588,000

140

588,000

評価項目 内　　容

294,000

実施主体の適正化
負担割合の適正化

コスト効率

目標達成度
類似事業の有無
上位施策への貢献度

Ａ

効  率  性

有  効  性

６
評
価

Ａ

評価の視点 Ｈ25評価Ｈ24評価

１次評価
（課長総括）

妥　当　性

19

26年度25年度

活
動
指
標

森林整備面積 1

成
果
指
標

当初予算額

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

1,545,000
490,000

222,000
833,000

-6.3%

-0.5%

予算現額 決算額

円）（Ｂ） 588,000588,000

1,952,000

２ 検討の余地あり

1,545,000

1,545,000

2

588,000

2,133,000

1,320,000

1,910,000 -2.2%

３ 妥当でない
３ 低い・未実施

２ 改善の余地あり

-3.2%

0.0%

0.0%

３ 妥当でない

評
価
結
果

３ 適正でない

　

２ 普通
２ 検討の余地あり

不要現行どおり補助することが適当 ２次評価

国庫補助事業の対象とならない森林整備を実施できるため、森林
所有者からの要望が多い。引き続き事業化していかなければなら
ない。

4,200③人件費（②×＠

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① ha
②
③
① ha
②
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

１ なし

Ａ

３ 適正でない

３ あり

１ 適正である

３ 低い
３ 低い２ 普通

２ 改善の余地あり
Ｂ

１ 妥当である
１ 高い

１ 適正である

１ 高い
１ 高い

２ 目標どおり
２ 検討の余地あり

３ 妥当でない１ 妥当である
１ 妥当である

協働になじまない

25年度

20

間伐実施面積(H14～)

26年度

目施  策  名

計画

５-１　林業生産基盤の整備強化 市民協働の状況

指　標　名

20

単位

新川森林組合が行う施業に対し補助金を交付する。

市内民有林

実績実績 計画
20

100.0%

達成率
100.0%

補助金

1,969,000

終了年度

目  標  名

農林水産課

項

231231

20
計画

24年度

事  業  期　間

政  策  名

間伐促進事業

間伐促進事業

自治事務

業務林政係

0765-23-1036

担
当
部
署

課       名

係　   　名

電 話 番 号

開始年度 会　   　計

款

２
事
業
概
要

事 業 概 要
間伐、保育等の施業を長期的な観点に立って計画的、かつ、適切に行い、森林資源の充実、県民の要請に応えた公益
的機能の発揮に資するための事業である。

対　   　象

意       図
（成果指標）

個人造林地における森林施業を推進し、森林の持つ公益的機能の維持増進を図る。

手       段
（活動指標）

１
基
本
項
目

農林水産業費

林業費

造林事業費

昭和57年度 予
算
科
目

当面継続 一般会計

基本目標１　にぎわい、活力あるまち

３　地域の特性を活かした農林水産業の振興

５　林業の振興

事 務 事 業 名

予 算 事 業 名

事  業  区　分

総
合
計
画 基本事業名

５
取
組
内
容

③地方債
④その他（使用料、雑入等）
⑤一般財源
収入合計

②年間所要時間

総　費　用（Ａ＋Ｂ）

①事務事業に携わる正規職員数

財
源
内
訳

新川森林組合へ補助金を交付。
間伐　５地区

140

2

140

1,969,000

2,458,200

0.0%

140

1,870,200
2

1,969,000

４
コ
ス
ト
情
報

人
件
費

支
出
内
訳

区　　分

①需用費

②県支出金

④負担金補助及び交付金
⑤その他

３
指
標

決算増減率

1,853,000
1,853,000 1,852,200

1,853,000 1,852,200

1,969,0001,852,200

1.0%1,870,200

1.0%

②委託料

単位
24年度

決算額

211 211

③工事請負費

2

1,853,000支出合計（Ａ）

予算現額

①国庫支出金

対象の妥当性

自治体関与の妥当性
目的の妥当性 ２ 検討の余地あり

1,852,200

2,440,200

2

140

588,000

140

588,000

評価項目 内　　容

1,870,200

実施主体の適正化
負担割合の適正化

コスト効率

目標達成度
類似事業の有無
上位施策への貢献度

Ａ

効  率  性

有  効  性

６
評
価

Ａ

評価の視点 Ｈ25評価Ｈ24評価

１次評価
（課長総括）

妥　当　性

251

26年度25年度

活
動
指
標

補助対象面積 20

成
果
指
標

当初予算額

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

2,500,000
2,500,0001.0%

予算現額 決算額

円）（Ｂ） 588,000588,000

2,441,000

２ 検討の余地あり

2,500,000

2,500,000

2

588,000

3,088,000

1,870,200

2,557,000 0.7%

３ 妥当でない
３ 低い・未実施

２ 改善の余地あり

1.0%

0.0%

0.0%

３ 妥当でない

評
価
結
果

３ 適正でない

　

２ 普通
２ 検討の余地あり

不要現行どおり補助することが適当 ２次評価

森林の持つ公益的機能が維持され、森林保全のためにも事業を維
持していかなければならない。

4,200③人件費（②×＠

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① ha
② ha
③ 箇所
① ha
② 箇所
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

１ なし

Ａ

３ 適正でない

３ あり

１ 適正である

３ 低い
３ 低い２ 普通

２ 改善の余地あり
Ｂ

１ 妥当である
１ 高い

１ 適正である

１ 高い
１ 高い

２ 目標どおり
２ 検討の余地あり

３ 妥当でない１ 妥当である
１ 妥当である

協働になじまない

25年度

125

森林経営計画策定面積

26年度

目施  策  名

計画

５-１　林業生産基盤の整備強化 市民協働の状況

指　標　名

0

単位

新川森林組合が行う活動に対し補助金を交付する。

市内民有林

実績実績 計画
140

100.0%

達成率
100.0%

補助金

1,220,000

40,000

4,640,000

終了年度

目  標  名

農林水産課

項

125
100100

125

125
20

計画

100.0%

24年度

4

事  業  期　間

政  策  名

森林整備地域活動支援交付金事業

森林整備地域活動支援交付金事業

自治事務

業務林政係

0765-23-1036

担
当
部
署

課       名

係　   　名

電 話 番 号

開始年度 会　   　計

款

２
事
業
概
要

事 業 概 要
一体的なまとまりのある森林で効率的な森林整備を行うための、森林経営計画作成や施業地集約化の促進、作業路網
の修繕等を支援するもの。

対　   　象

意       図
（成果指標）

森林施業が十分に行われていない人工林を、森林の有する多面的な機能が十分に発揮されるよう適切な森林整備の
推進を図る。

手       段
（活動指標）

１
基
本
項
目

農林水産業費

林業費

造林事業費

平成19年度 予
算
科
目

当面継続 一般会計

基本目標１　にぎわい、活力あるまち

３　地域の特性を活かした農林水産業の振興

５　林業の振興

事 務 事 業 名

予 算 事 業 名

事  業  区　分

総
合
計
画 基本事業名

５
取
組
内
容

③地方債
④その他（使用料、雑入等）
⑤一般財源
収入合計

②年間所要時間

総　費　用（Ａ＋Ｂ）

①事務事業に携わる正規職員数

財
源
内
訳

新川森林組合へ補助金を交付。
森林経営計画作成促進　２地区
施業集約化の促進　　　３地区

140

2

140

4,680,000

2,228,000

0.0%

140

1,640,000
2

420,000

４
コ
ス
ト
情
報

人
件
費

支
出
内
訳

区　　分

①需用費

②県支出金

④負担金補助及び交付金
⑤その他

３
指
標

決算増減率

-75.0%

5,528,000
1,433,000

4,260,000

694,030

5,328,000 3,889,500

4,680,000

3,355,470

4,049,500

-63.6%

-58.9%1,600,000

-59.5%

160,000

作業路修繕箇所

②委託料

単位

200,000

24年度
決算額

100 100

③工事請負費

修繕箇所/修繕必要箇所

2

5,528,000

4,095,000

支出合計（Ａ）

予算現額

①国庫支出金

対象の妥当性

自治体関与の妥当性
目的の妥当性 ２ 検討の余地あり

4,049,500

4,637,500

2

140

588,000

140

588,000

評価項目 内　　容

420,000

実施主体の適正化
負担割合の適正化

コスト効率

目標達成度
類似事業の有無
上位施策への貢献度

Ａ

効  率  性

有  効  性

６
評
価

Ａ

評価の視点 Ｈ25評価Ｈ24評価

１次評価
（課長総括）

妥　当　性

0
1

140
100

26年度25年度

活
動
指
標

100.0%
4 2 0 0.0%
0 20

森林経営計画作成促進面積
施業集約化の促進面積 0

0

成
果
指
標

当初予算額

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

11,156,000

40,000

1,590,000

9,566,000

-39.5%

200,000
予算現額 決算額

円）（Ｂ） 588,000588,000

6,116,000

２ 検討の余地あり

11,156,000

10,956,000

2

588,000

11,744,000

1,640,000

5,268,000 -52.0%

３ 妥当でない
３ 低い・未実施

２ 改善の余地あり

-59.5%

0.0%

0.0%

３ 妥当でない

評
価
結
果

３ 適正でない

　

２ 普通
２ 検討の余地あり

不要現行どおり補助することが適当 ２次評価

作業道、林道の維持管理は引き続き実施していかなければならな
い。

4,200③人件費（②×＠

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 千円
② 千円
③ 千円
① ％
② ％
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

１ なし

Ａ

３ 適正でない

３ あり

１ 適正である

３ 低い
３ 低い２ 普通

２ 改善の余地あり
Ｂ

１ 妥当である
１ 高い

１ 適正である

１ 高い
１ 高い

２ 目標どおり
２ 検討の余地あり

３ 妥当でない１ 妥当である
１ 妥当である

協働になじまない

25年度

150

修繕箇所/修繕必要箇所

26年度

目施  策  名

計画

５-１　林業生産基盤の整備強化 市民協働の状況

指　標　名

150

単位

管理している林業施設の維持管理を行う。

林業施設

実績実績 計画
150

100.0%

達成率
60.7%

施設管理

280,000
942,000

終了年度

目  標  名

農林水産課

項

100
100100

100

91
32

計画

100.0%

24年度

932

事  業  期　間

政  策  名

林業施設維持管理費

林業施設維持管理費

自治事務

業務林政係

0765-23-1036

担
当
部
署

課       名

係　   　名

電 話 番 号

開始年度 会　   　計

款

２
事
業
概
要

事 業 概 要 林業施設に関する維持管理事業

対　   　象

意       図
（成果指標）

林業施設を適正に維持管理する。

手       段
（活動指標）

１
基
本
項
目

農林水産業費

林業費

林業総務費

平成5年度以前 予
算
科
目

当面継続 一般会計

基本目標１　にぎわい、活力あるまち

３　地域の特性を活かした農林水産業の振興

５　林業の振興

事 務 事 業 名

予 算 事 業 名

事  業  区　分

総
合
計
画 基本事業名

５
取
組
内
容

③地方債
④その他（使用料、雑入等）
⑤一般財源
収入合計

②年間所要時間

総　費　用（Ａ＋Ｂ）

①事務事業に携わる正規職員数

財
源
内
訳

○林業施設の維持管理を行った。
○森林基幹道（林道平沢池ノ原線、坪野虎谷線）の草刈作業を８月に行った。

180

3

180

1,565,000

2,217,601

0.0%

180

1,461,601
3

1,565,000

４
コ
ス
ト
情
報

人
件
費

支
出
内
訳

区　　分

①需用費

②県支出金

④負担金補助及び交付金
⑤その他

３
指
標

決算増減率

24.4%

1,514,950
1,514,950 1,340,934

343,000
1,565,0001,340,934 9.0%

0.0%
202,400
913,500

委託料

②委託料

単位

229,950
942,000

24年度
決算額

100
100 100

100

③工事請負費

委託箇所/委託必要箇所

3

343,000
1,514,950支出合計（Ａ）

予算現額

①国庫支出金

対象の妥当性

自治体関与の妥当性
目的の妥当性 ２ 検討の余地あり

1,340,934

225,034

2,096,934

3

180

756,000

180

756,000

評価項目 内　　容

1,461,601

実施主体の適正化
負担割合の適正化

コスト効率

目標達成度
類似事業の有無
上位施策への貢献度

Ａ

効  率  性

有  効  性

６
評
価

Ａ

評価の視点 Ｈ25評価Ｈ24評価

１次評価
（課長総括）

妥　当　性

250
945

100
100

26年度25年度

活
動
指
標

12.8%
914 942 914 97.0%
198 250

原材料費
修繕料 250

83

成
果
指
標

当初予算額

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

1,566,000

31.7%

913,500

341,000

251,700

1,566,0009.0%

280,000
予算現額 決算額

円）（Ｂ） 756,000756,000

2,270,950

２ 検討の余地あり

945,000

1,566,000

3

756,000

2,322,000

296,401
1,461,601

2,321,000 5.8%

３ 妥当でない
３ 低い・未実施

２ 改善の余地あり

9.0%

0.0%

0.0%

３ 妥当でない

評
価
結
果

３ 適正でない

　

２ 普通
２ 検討の余地あり

不要
現行どおり管理運営を行うことが適
当

２次評価

鉢健康増進広場、天神山桜の園、林道維持修繕であり、引き続き
管理していく必要がある。

4,200③人件費（②×＠

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① ha
②
③
① ha
②
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

１ なし

Ａ

３ 適正でない

３ あり

１ 適正である

３ 低い
３ 低い２ 普通

２ 改善の余地あり
Ｂ

１ 妥当である
１ 高い

１ 適正である

１ 高い
１ 高い

２ 目標どおり
２ 検討の余地あり

３ 妥当でない１ 妥当である
１ 妥当である

協働になじまない

25年度

28

事業実施後、森林施業を実施した面積

26年度

目施  策  名

計画

５-１　林業生産基盤の整備強化 市民協働の状況

指　標　名

18

単位

新川森林組合が行う施業に対し補助金を交付する。

市内民有林

実績実績 計画
30

100.0%

達成率
100.0%

補助金

1,260,000

1,260,000

終了年度

目  標  名

農林水産課

項

130130

28
計画

24年度

事  業  期　間

政  策  名

森林境界明確化支援事業

森林境界明確化支援事業

自治事務

業務林政係

0765-23-1036

担
当
部
署

課       名

係　   　名

電 話 番 号

開始年度 会　   　計

款

２
事
業
概
要

事 業 概 要
　森林の施業・経営の受託等の促進による地域の森林管理の円滑な推進のため、市町村が国土調査に先行して、森林
境界の明確化のための調査・測量を実施し、その管理簿を作成するもの。

対　   　象

意       図
（成果指標）

森林の境界を明確化することで、適正な森林管理の円滑な実施を図る。

手       段
（活動指標）

１
基
本
項
目

農林水産業費

林業費

造林事業費

平成22年度 予
算
科
目

当面継続 一般会計

基本目標１　にぎわい、活力あるまち

３　地域の特性を活かした農林水産業の振興

５　林業の振興

事 務 事 業 名

予 算 事 業 名

事  業  区　分

総
合
計
画 基本事業名

５
取
組
内
容

③地方債
④その他（使用料、雑入等）
⑤一般財源
収入合計

②年間所要時間

総　費　用（Ａ＋Ｂ）

①事務事業に携わる正規職員数

財
源
内
訳

新川森林組合へ補助金を交付。
森林境界の明確化作業　５地区

140

2

140

1,260,000

1,848,000

0.0%

140

1,260,000
2

４
コ
ス
ト
情
報

人
件
費

支
出
内
訳

区　　分

①需用費

②県支出金

④負担金補助及び交付金
⑤その他

３
指
標

決算増減率

810,000

1,260,000

810,000 810,000

1,260,000

810,000

810,000

55.6%

55.6%1,260,000

55.6%

②委託料

単位
24年度

決算額

110 110

③工事請負費

2

810,000

810,000

支出合計（Ａ）

予算現額

①国庫支出金

対象の妥当性

自治体関与の妥当性
目的の妥当性 ２ 検討の余地あり

810,000

1,398,000

2

140

588,000

140

588,000

評価項目 内　　容

実施主体の適正化
負担割合の適正化

コスト効率

目標達成度
類似事業の有無
上位施策への貢献度

Ａ

効  率  性

有  効  性

６
評
価

Ａ

評価の視点 Ｈ25評価Ｈ24評価

１次評価
（課長総括）

妥　当　性

160

26年度25年度

活
動
指
標

事業実施面積 18

成
果
指
標

当初予算額

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

1,350,000

1,350,000

予算現額 決算額

円）（Ｂ） 588,000588,000

1,398,000

２ 検討の余地あり

1,350,000

1,350,000

2

588,000

1,938,000

1,260,000

1,848,000 32.2%

３ 妥当でない
３ 低い・未実施

２ 改善の余地あり

55.6%

0.0%

0.0%

３ 妥当でない

評
価
結
果

３ 適正でない

　

２ 普通
２ 検討の余地あり

不要現行どおり補助することが適当 ２次評価

森林施業、経営の受託等森林管理の円滑な推進のためには、森林
境界の明確化は重要なことであり、引き続き実施していかなけれ
ばならない。

4,200③人件費（②×＠

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 路線
②
③
① ％
②
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

２ 改善の余地あり

２ 普通
２ 改善の余地あり１ 適正である

１ 適正である

３ 低い
３ 適正でない
３ 適正でない

１ 高い

会　   　計

款

項

目

２ 検討の余地あり

予
算
科
目

協働になじまない

0

6,000,000

78,000
0

内　　容
３ 妥当でない

農林整備係係　   　名

0765-23-1037

実施主体の適正化
負担割合の適正化

コスト効率

ハード事業

0
3,901,000

130,000
0

10,500,000

終了年度

３ あり
３ 低い

効  率  性 Ａ

３ 妥当でない

１ 高い
１ なし

　平成25年度は、３路線について路肩や路面改良工事を実施した。山間部における工事であるため、早期発注に努めた。

３
指
標

25年度

3

単位 24年度
計画

4

担
当
部
署 電 話 番 号

課       名

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名

予 算 事 業 名

事  業  区　分

総
合
計
画 基本事業名

事  業  期　間 平成元年以前開始年度 当面継続

農林水産課県単独林業基盤整備事業

県単独林業基盤整備事業

自治事務

５
取
組
内
容

③地方債
④その他（使用料、雑入等）
⑤一般財源
収入合計

②年間所要時間

４
コ
ス
ト
情
報

一般会計

６．農林水産業費

３．林業費

２．林業振興費

２
事
業
概
要

事 業 概 要 林道の安全な通行の確保及び維持管理労力の軽減を図る。

対　   　象

意       図
（成果指標）

・林道が安全に通行できる。
・林道の維持管理労力が軽減される。

５-１　林業生産基盤の整備強化

改良等が実施された路線数
達成率
100.0%

財
源
内
訳

人
件
費

①国庫支出金

9,460,000

成
果
指
標

支
出
内
訳

改良等の実施率

③工事請負費

⑤その他

2,520,000

②県支出金

①事務事業に携わる正規職員数

11,980,000 11,980,000

円）（Ｂ）4,200③人件費（②×＠

支出合計（Ａ）

100

9,460,000

4,730,000
0

9,460,000
0

9,460,000
0

0

9,460,000

0

94,000
4,636,000

0

2,604,000

620

100

11,023,000
4,244,000

387,000

600

2,520,000

4

600

4 5

0
4,730,000 5,250,000

25年度

基本目標１　にぎわい、活力あるまち

３　地域の特性を活かした農林水産業の振興

５　林業の振興

④負担金補助及び交付金

区　　分

①需用費
②委託料

単位

0

平成24年度は、路肩改良１路線、路面改良２路線について工事を実施。
平成25年度は、路肩改良２路線、路面改良２路線、法面改良１路線、排水改良１路線について工事を実施予定。

改良、舗装などが必要な林道。

手       段
（活動指標）

4

指　標　名 実績

0

目  標  名

政  策  名

施  策  名

5

13,627,000

3.3%

3.3%

-9.6%

2,604,000

25.0%

10,827,000

620

１ 妥当である
１ 高い

１ 妥当である
１ 妥当である

目標達成度
類似事業の有無
上位施策への貢献度

Ａ

15,091,000総　費　用（Ａ＋Ｂ）

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

３ 低い・未実施
対象の妥当性

２ 目標どおり
２ 検討の余地あり

２ 普通
２ 検討の余地あり

評価項目
自治体関与の妥当性
目的の妥当性 ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

６
評
価

Ａ

評価の視点 Ｈ25評価Ｈ24評価

妥　当　性

１次評価
（課長総括）

有  効  性

Ａ

0

24年度
決算額

0
0

予算現額
0 34,000

9,460,000
0

7,802,000

活
動
指
標

市民協働の状況

実績
3

計画

8,223,000

予算現額 決算額

-8.5%

100 100

-17.5%

94,000
4,636,000

8,223,000
0

11,023,000
0

393,000
-13.1%

-13.1%

-17.5%

-17.0%

決算増減率

105,000
5,668,000

26年度

12,000,000
0

100100.0%

6,367,000

計画
6

0

5

2,604,000

0
120,000

620

12,487,000

26年度
当初予算額

90,000
0

397,000
12,487,000

評
価
結
果

不要 　
計画どおり事業を実施することが適
当

２次評価

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

　林業の基盤施設である林道の改良等は、多様な機能を有する森
林を守るため不可欠な事業である。要望も多く、県の補助金を受
けながら引き続き事業を実施していく必要がある。



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① ｋｍ
②
③
① ％
②
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

２ 改善の余地あり

２ 普通
２ 改善の余地あり１ 適正である

１ 適正である

３ 低い
３ 適正でない
３ 適正でない

１ 高い

会　   　計

款

項

目

２ 検討の余地あり

予
算
科
目

協働している

30,590,697

0

0
38,400,000

内　　容
３ 妥当でない

農林整備係係　   　名

0765-23-1037

実施主体の適正化
負担割合の適正化

コスト効率

補助金

29,400,000
0

0
0
0

終了年度

３ あり
３ 低い

効  率  性 Ｂ

３ 妥当でない

１ 高い
１ なし

136.9%

○富山県が整備を行う林道事業に関する地元調整を行ったり、市負担金の支払いを行った。

３
指
標

25年度

15

単位 24年度
計画

15

担
当
部
署 電 話 番 号

課       名

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名

予 算 事 業 名

事  業  区　分

総
合
計
画 基本事業名

事  業  期　間 平成元年以前開始年度 平成26年度

農林水産課県営林道事業

県営林道事業

自治事務

５
取
組
内
容

③地方債
④その他（使用料、雑入等）
⑤一般財源
収入合計

②年間所要時間

４
コ
ス
ト
情
報

一般会計

農林水産業費

林業費

林業総務費

２
事
業
概
要

事 業 概 要
豊富な森林資源に恵まれた林業圏域において、林道網の中枢をなす基幹的林道として富山県が整備を行う林道事業に
関する地元調整及び市負担金の支払いを行うものである。

対　   　象

意       図
（成果指標）

県営林道の円滑な整備を推進する。

５-１　林業生産基盤の整備強化

整備済み路線延長
達成率
100.0%

財
源
内
訳

人
件
費

①国庫支出金

50,520,000

成
果
指
標

支
出
内
訳

事務進捗率

③工事請負費

⑤その他

1,260,000

②県支出金

①事務事業に携わる正規職員数

51,780,000 14,173,303

円）（Ｂ）4,200③人件費（②×＠

支出合計（Ａ）

68

50,520,000

0
0

0
12,913,303

12,913,303
0

0

12,913,303

0

0
3,320,000

47,200,000

1,344,000

320

71

40,800,000
1,190,697

0

300

1,260,000

2

300

2 3

11,600,000
0 0

25年度

基本目標１　にぎわい、活力あるまち

３　地域の特性を活かした農林水産業の振興

５　林業の振興

④負担金補助及び交付金

区　　分

①需用費
②委託料

単位

50,520,000

なし

県営林道事業

手       段
（活動指標）

15

指　標　名 実績

40,800,000

目  標  名

政  策  名

施  策  名

3

42,144,000

6.7%

6.7%

125.3%

1,344,000

50.0%

31,934,697

320

１ 妥当である
１ 高い

１ 妥当である
１ 妥当である

目標達成度
類似事業の有無
上位施策への貢献度

Ａ

19,744,000総　費　用（Ａ＋Ｂ）

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

３ 低い・未実施
対象の妥当性

２ 目標どおり
２ 検討の余地あり

２ 普通
２ 検討の余地あり

評価項目
自治体関与の妥当性
目的の妥当性 ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

６
評
価

Ａ

評価の視点 Ｈ25評価Ｈ24評価

妥　当　性

１次評価
（課長総括）

有  効  性

Ａ

0

24年度
決算額

0
0

予算現額
0 0

0
0
0

活
動
指
標

市民協働の状況

実績
15

計画

30,590,697

予算現額 決算額

-9.3%

68 71

0
1,313,303

30,590,697
0

40,800,000
0

0
136.9%

136.9%

153.4%

決算増減率

0
2,400,000

26年度

0
18,400,000

73100.0%

1,900,000

計画
16

0

3

1,344,000

16,500,000
0

320

18,400,000

26年度
当初予算額

0
0

0
18,400,000

評
価
結
果

不要 　現行どおり補助することが適当 ２次評価

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

県営林道の整備は、地元の要望により実施されている事業であ
り、本市の豊富な森林資源の活用や森林の多面的な機能に対する
市民ニーズの高まりに応えるためにも継続して事業を行う必要が
ある。



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 路線
②
③
① ％
②
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

２ 改善の余地あり

２ 普通
２ 改善の余地あり１ 適正である

１ 適正である

３ 低い
３ 適正でない
３ 適正でない

１ 高い

会　   　計

款

項

目

２ 検討の余地あり

予
算
科
目

協働になじまない

86,184

内　　容
３ 妥当でない

農林整備係係　   　名

0765-23-1037

実施主体の適正化
負担割合の適正化

コスト効率

ハード事業

1,000,000

終了年度

３ あり
３ 低い

効  率  性 Ｂ

３ 妥当でない

１ 高い
１ なし

２路線について路面改良の工事を実施。

３
指
標

25年度

2

単位 24年度
計画

3

担
当
部
署 電 話 番 号

課       名

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名

予 算 事 業 名

事  業  区　分

総
合
計
画 基本事業名

事  業  期　間 平成元年以前開始年度 当面継続

農林水産課市単独林道事業

市単独林道事業

自治事務

５
取
組
内
容

③地方債
④その他（使用料、雑入等）
⑤一般財源
収入合計

②年間所要時間

４
コ
ス
ト
情
報

一般会計

農林水産業費

林業費

林業振興費

２
事
業
概
要

事 業 概 要 林道の安全な通行の確保及び維持管理労力の軽減を図る。

対　   　象

意       図
（成果指標）

・林道が安全に通行出来る。
・林道の維持管理労力が軽減される。

５-１　林業生産基盤の整備強化

小規模な改良等が実施された路線数
達成率
100.0%

財
源
内
訳

人
件
費

①国庫支出金

1,500,000

成
果
指
標

支
出
内
訳

小規模な改良等の実施率

③工事請負費

⑤その他

1,680,000

②県支出金

①事務事業に携わる正規職員数

3,180,000 3,090,140

円）（Ｂ）4,200③人件費（②×＠

支出合計（Ａ）

3

1,500,000

1,000,000

1,410,140
299,880

1,410,140

500,000

90,000
1,410,000

1,764,000

420

2

1,500,000
871,416

0

400

1,680,000

4

400

4 5

25年度

基本目標１　にぎわい、活力あるまち

３　地域の特性を活かした農林水産業の振興

５　林業の振興

④負担金補助及び交付金

区　　分

①需用費
②委託料

単位

2路線について路面改良の工事を実施。

小規模な改修や修繕・補修が必要な林道

手       段
（活動指標）

3

指　標　名 実績

目  標  名

政  策  名

施  策  名

5

3,264,000

5.0%

5.0%

-11.9%

1,764,000

25.0%

2,721,600

420

１ 妥当である
１ 高い

１ 妥当である
１ 妥当である

目標達成度
類似事業の有無
上位施策への貢献度

Ｂ

3,264,000総　費　用（Ａ＋Ｂ）

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

３ 低い・未実施
対象の妥当性

２ 目標どおり
２ 検討の余地あり

２ 普通
２ 検討の余地あり

評価項目
自治体関与の妥当性
目的の妥当性 ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

６
評
価

Ｂ

評価の視点 Ｈ25評価Ｈ24評価

妥　当　性

１次評価
（課長総括）

有  効  性

Ａ

24年度
決算額予算現額

1,110,260 957,600

活
動
指
標

市民協働の状況

実績
2

計画

957,600

予算現額 決算額

-100.0%

-33.5%

3 2

-13.7%

99,922
1,310,218

957,6001,500,000
500,000

-32.1%

-32.1%

-13.7%

決算増減率

90,000
1,410,000

26年度

1,000,000

2100.0%

1,410,000

計画
2

5

1,764,000

90,000

420

1,500,000

26年度
当初予算額

500,000
1,500,000

評
価
結
果

不要 　
事業の進め方・内容について改善の
余地あり

２次評価

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

林業の基盤施設である林道の改良等は、多様な機能を有する森林
を守るため不可欠な事業である。要望も多く、引き続き事業を実
施していく必要がある。


